
評価項目１：作品～資料収集・環境管理・保存～

（評価）　Ａ：大変良い　　Ｂ：概ね良い　　Ｃ：やや悪い　　Ｄ：大変悪い

・次年度以降の出品予定、
貸出予定を想定し、修復を
計画的に進める。

・引き続き日常的に収蔵庫
内の点検・清掃を行い、作
品と保管環境の安全を確
認する。

・マンパワー不足について
は、予算要求を続けるとと
もに、スケジュールや規模
など計画自体の見直しも検
討する必要がある。

令和元年度北九州市立美術館運営評価シート

〇美術作品の収集内容

緊急性の高い作品として修復を
行うことができた。
また、収蔵庫内の点検と清掃を週
１回のペースで通年行い、収蔵庫
内の環境を常に把握することがで
きている。

調査研究、展覧会開催の成果と
して収蔵に結びついたものとして
評価できると判断した。

令和元年度の取組み 課題・原因

Ａ

①緊急性の高い作品
から順次修復を行う。

②日常的に収蔵庫内
の点検・清掃を行い、
作品と保管環境の安
全を確認する。

〇修復作品の内容・選定
理由

〇収蔵庫の環境整備状
況

③作品・図書をよりよ
く運用するための整理
を行う。

図書データベースの整備にあたり、日本人作家、外国人
作家に関する書棚を総点検し、配架図書の整理と重複図
書の間引きを行った。

実　施

開館以来の収集方針や所蔵
内容を踏襲しながら、持続可
能な収集活動を目指す。収集
対象は、下記の分野に重点を
置く。
〇現代の多様性を示す優れた
作品
〇地域の美術史を構築する上
で欠かせない作品
〇近現代美術史の展開をたど
る既存コレクションの充実・補
完

②令和元年度の自主
企画展にあわせて、
サイトウマコトに関連
する作品・関連資料を
収集する。

①既存コレクションを
充実・補完するための
作品・関連資料を収
集する。

計　画 検　証

当館所蔵の作品及び図書デー
タベースを整備し、開館50周年
となる2024年の一般公開を目
指す。

〇データベースの整備と
公開に向けた取組みの
状況

実　績

・収集方針に基づき、持続
可能な収集活動を目指す。
・限られた収集予算のなか
で優れた作品を厳選する。
・寄贈作品の受入れについ
ては、基準を厳密化してい
く。

・要修復作品リストの
中から、前年度と前々
年度は展覧会出品作
品を優先したが、当年
は予定どおり、優先順
位上位の作品を処置
することができた。

・作品データベース、
図書データベースの
いずれも努力を続け
ているが、作業量に対
してのマンパワーが不
足している。

評価指標

Ｃ

・本市ゆかりの作家
や、企画展関連作家
の作品に厳選して収
集することができた。
・これまでに当館が収
集研究を続けてきたこ
とが、所蔵者や遺族
からの寄贈につな
がったものと考える。

今後の対策
自己評価

①作品データベース
の資料作成、精査を
行う。

②図書データベース
の資料作成、精査を
行う。

５カ年計画

所蔵作品・資料の管理に必要
な保管環境を整備し、必要に
応じて作品修復を行う。

Ａ

Ｂ

・購入作品は無かったものの、寄贈については青柳喜兵
衛、江藤幸男、寺田政明、中村研一、平田逸治、平野
遼、藤野忠利ら、収蔵作家7名について、新たに計131件
の作品の寄贈を受け、既存コレクションを充実させること
ができた。

企画展出品作も含む、サイトウマコトの版画作品144件を
新たに収蔵した。

評定

評定

海老原喜之助の《靴屋》油彩１点の修復を行った。

週１回のペースで、学芸員による収蔵庫内の清掃作業お
よび保管環境の安全確認を行った。

総合評定

評定

・積極的に取り組んではいるが、
公開する状態に至るには進捗が
遅れている。

改修工事にあたり、作品の収蔵場所が変わったため、新
しい保管場所のデータを作成し、データベースを更新し
た。またコレクション展および他館に貸出した作品の出品
歴を入力できるようにし、前年度に引き続きデータの入力
を行った。

新規受け入れ図書の登録、配架を行った。また、データ
化されていない過去の図録の入力作業を一部行った。



評価項目２：公開～調査研究・展覧会～

（評価）　Ａ：大変良い　　Ｂ：概ね良い　　Ｃ：やや悪い　　Ｄ：大変悪い

自己評価

・所蔵館と連携したオリジナル企画による「日本画の革命
児堂本印象1891-1975」を開催した。
・作家、関連機関との調査研究の成果として「サイトウマ
コト 臨界-Criticality-」を開催した。
・他館と協同しての調査研究の成果として「高橋秀＋藤
田桜 素敵なふたり」を開催した。
・「高橋秀＋藤田桜 素敵なふたり」は〈2019年美連協奨
励賞〉を受賞した。

・自主企画展での取
組みに加え、コレク
ション展でも「特集展
示」という形で所蔵品
の魅力を引き出すた
めの努力を成果として
出すことができたと考
える。
・また、小学生を対象
とした「ミュージアムツ
アー」を想定しつつ、
一般にも見ごたえある
構成を心がけた。

・「高橋秀＋藤田桜 素
敵なふたり」は〈2019
年美連協奨励賞〉を
受賞した。

・「特集 没後30年 寺田政明 描く故に我あり」では当館所
蔵作品から寺田の全貌を紹介した。「特集 サイトウマコト
のグラフィック」では初期の版画を展示し、自主企画展
「サイトウマコト 臨界-Criticality-」の新作と連動させる試
みを行った。「特集 鉄」は北九州と鉄との関わりをキー
ワードと所蔵品からひも解く構成で、来場者から大変好
評を得たが、コロナ感染拡大により開幕から5日間で臨時
休館となったことは惜しまれる。

・論文等発表件数　6件
・口頭発表件数　11件
・自主企画展や共同企画展の図録に論文を掲載するな
ど、幅広い媒体で研究成果を発表することができた。

・継続して調査研究を続
け、テーマ性の豊かなコレ
クション展や自主企画展を
開催する。

企画展調査は数年越しの
長期に及ぶため、計画性
をもって進める必要があ
る。

・共同企画展の場合、巡回
としての立ち上がり時期と
当館での開催時期が異な
る場合が多いため、業務
の繁忙期を見極め、スケ
ジュール調整していく。

・継続して調査研究を続
け、テーマ性の豊かなコレ
クション展や自主企画展を
開催する。

評定
Ａ

・当該年度の企画展、
コレクション展に限ら
ず、今後の展覧会も
見据えた多様な作
家、作品調査を実現
できた。

・自主企画展や共同
企画展、その他の場
において、論文執筆
や口頭発表すること
ができた。

〇企画の内容
調査研究に基づいたテーマ性
の豊かなコレクション展や自主
企画展を開催する。

①コレクション展にお
ける特集展示「guest
room」第４回展を開催
する。

②サイトウマコト、高
橋秀、藤田桜を紹介
する自主企画展を開
催する。

所蔵作家に関する対面調査、
資料収集を蓄積し、研究論文、
口頭発表等を行う。

計　画
今後の対策

5カ年計画 評価指標 令和元年度の取組み 課題・原因実　績

実　施 検　証

令和元年度北九州市立美術館運営評価シート

他館、他機関と協同し、連携企
画展や共同調査を行う。

〇作家についての調査
内容

企画展やguest roomを通じ、
新収蔵や研究発表を見据えた
新鋭作家の調査を行う。

①テーマの異なる3つ
のコレクション展（寺
田政明、サイトウマコ
トのグラフィック、鉄）
を開催する。

〇研究成果の件数・内容

①サイトウマコト展、
高橋秀、藤田桜展、堂
本印象展において、
他館等との連携企画
を開催する。

①サイトウマコト、高
橋秀の自主企画展に
あたり、論文公開や口
頭発表を行う。

〇連携の件数・内容

総合評定
Ａ

・目標とした特集展示「guest room 004　AKI INOMATA
相似の詩学――異種協働のプロセスとゆらぎ」では、作
家との対面調査も十分に行い、個性ある展覧会を実現し
た。
・次年度以降の企画や収集についても計画的に調査を
進めた。展覧会開催の調査（17件）、作品・資料等の収集
の調査（7件）、所蔵作家・作品の調査（17件）、教育普及
に関する調査（1件）を実施した。

・目標の展覧会の開催を達成でき
た。
・次年度以降の作家、作品調査も
実現できた。

・学芸員の調査研究の成果として、単館自主企画「サイト
ウマコト 臨界-Criticality-」を開催した。
・学芸員の調査研究の成果として、共同企画展「高橋秀
＋藤田桜 素敵なふたり」を開催した。

・件数、内容ともに、例年に遜色
ない成果をあげることができた。

評定
Ａ

評定
Ａ

評定
Ａ

・件数、内容ともに、例年に遜色
ない成果をあげることができた。

・件数、内容ともに、例年に遜色
ない成果をあげることができた。



評価項目３：交流～教育普及・地域交流～

・5カ年計画の目標に
基づき、多種多彩な教
育普及事業を展開し
て、多くの参加者を得
た。

・さまざまな年齢やジャン
ルを意識した多彩な企画を
今後も用意する。

・館内を探検しながら美術館の役割を知ってもらうイベン
トとして「ミュージアム・ピクニック」を開催した。またボラン
ティア「プロジェクト班」企画による同主旨イベント「探検ス
ゴロク美術館？！」を開催した。
・「ミュージアム・ピクニック」　　4回　81人（ｱﾝｹｰﾄ19名中
19名が満足と回答）
・「探検スゴロク美術館!?」　1回　17人（ｱﾝｹｰﾄ9名中9名が
満足と回答）

③長期ワークショップ「ぬいかけの植物園
計画室」を実施する。

・毎年恒例となった「ぬいかけの植物園計画室」では、リ
ピーターも増えた。口頭での満足度ｱﾝｹｰﾄでほぼ全ての
回答者が満足との回答を得た。
・ワークショップ　4回、2日間　参加者126人

令和元年度北九州市立美術館運営評価シート

子どもから大人まで幅広い年
齢層を対象にしたワークショッ
プ、講演会、ギャラリートーク等
を実施する。
また、複数年にわたり継続した
市民参加型のアート・プロジェ
クトを実施する。

Ａ

実　施

実　績5カ年計画 評価指標

計　画

令和元年度の取組み

・多くの講演会やギャラリートークを通じて、作品理解の
場を提供し、来館者との交流を図ることができた。
・講演会　11回　　　参加者2,175人
・ギャラリートーク　32回　1,171人
　（うち、外部講師13回、当館学芸員19回）

Ａ

自己評価

検　証

評定

アンケートの結果、参加について
は130校中129校から「満足」「や
や満足」との回答を得られたこと
から参加校の満足度は高いと思
われる。ただ実施日については７
校が「不満」「やや不満」の回答し
ており、それが7月・12月に集中し
ている。

午後の開始時間を見直したこと
で、給食時間の調整に関する問
題は解決された。

ミュージアムパーク・ツアーについ
ては、参加校130校のうち、29校
であった。ただ、この事業は博物
館のボランティアが担っており参
加校は30校程度に絞られる。

評定

・「ぬいかけの植物園計画室」で
はリピーターの参加など、継続開
催の成果が出ている。
・講演会では「千住博展」220人、
「倉本聰展」447人、「サイトウマコ
ト展」103人、「高橋秀＋藤田桜 素
敵なふたり展」200人など、話題性
の高いイベントを開催した。反響も
大きく、充分な手ごたえがあった。

「不満」「やや不満」と
回答してる月が限定さ
れることから、学期末
に実施することが原因
だと思われる。

昨年に比較して教員
の美術館マナー（撮
影、作品接触等）の悪
さがガイドスタッフから
指摘されている。

学期末に実施する学校へ
の配慮を行いたい。

学校教員に向けた研修を
検討する。

今後、新型コロナウイルス
対策を講じたミュージアム・
ツアーの実施が必要とな
る。

今後の対策
課題・原因

教育現場や教育委員会と連携
し、小中学生等が美術に触
れ、楽しむ機会を広げる事業を
実施する。

〇参加校の満足度
〇実施状況（②のみ）

①全市立小学校３年生を対象に「ミュージ
アム・ツアー」を実施し、対話型鑑賞を実
践する。30年度の実施結果を踏まえ、ツ
アー開始時間等の見直しを行うと同時に、
ガイドについては習熟を図るため、フォ
ローアップ研修を実施する。

②現行のミュージアム・ツアーのプログラ
ムにいのちのたび博物館を加えることによ
り、社会見学プログラムとしての要素を付
加し、学校が参加しやすいツアーを試行
実施する。

〇ミュージアム・ツアー参加校
　　１３０校／１３１校（１校　学校行事の為中止）
〇アンケートの結果
　　・参加について
　　　１３０校中１２９校が「満足」「やや満足」と回答
　　・子どもたち反応について
　　　すべての学校が「満足」「やや満足」と回答
　　・実施日について
　　　7校が「不満」「やや不満」と回答
〇平成３０年度からの変更点
　　実施時間の変更
　　実施時期の拡張
　　事前打合せ方法の変更
　　特別支援学校の来館
　　フォローアップ研修の実施

〇ミュージアムパークツアー参加校
　　２９校

※ミュージアムパーク・ツアー
　ミュージアム・ツアーに博物館を加えたプログラム

〇参加者の満足度

①にじいろのさかな展と連動したワーク
ショップを行う。

②各展覧会で講演会やギャラリートークを
行う。

④美術館の役割を知ってもらうための「美
術館探検」を行う。

・分館「にじいろのさかな原画展」と北九州市立水環境館
の２館を会場に、同館と連携したワークショップ「にじいろ
のさかなをウォッチング！」を企画開催した。絵本の世界
を楽しみ、実際の水生生物への理解も深める内容で、家
族での参加も多く好評であった。口頭での満足度ｱﾝｹｰﾄ
でほぼ全ての回答者が満足との回答を得た。
・参加者33人



評価項目３：交流～教育普及・地域交流～

令和元年度北九州市立美術館運営評価シート

実　施

実　績5カ年計画 評価指標

計　画

令和元年度の取組み 自己評価

検　証
今後の対策

課題・原因

（評価）　Ａ：大変良い　　Ｂ：概ね良い　　Ｃ：やや悪い　　Ｄ：大変悪い

②朝倉市と共同した被災地支援(朝倉市
の児童を対象にしたミュージアム・ツアー）
の実施を検討する。

〇切り裂かれたキャンバス～「マネとマネ夫人像」をめ
ぐって
　　会期：５月３日（金・振）～５月６日（月・振）
　　会場：本館エデュケーションルームA
　　入場者数：３１９人
〇参加者の満足度
　　「再観覧を希望するか」の質問に対し、８４％が「はい」
と回答。

被災地の児童を美術館に招待するミュージアム・ツアー
の実施について検討をおこなったが、福岡県館長連絡協
議会加盟館との協議の中で、甘木歴史資料館で合同
ワークショップを実施することになったため実施を見送っ
た。ワークショップのブローチ作成コーナーに美術館コレ
クションの画像提供のみを行った。

②ボランティア活動を充実させるための研
修・講義を行う。

①プロジェクト班、鑑賞サポート班、美術
情報班の3班に分かれた、新たな体制で
のボランティア活動を支援する。

・研修を受講したボランティア「めるく」メンバーは鑑賞サ
ポート班、プロジェクト班、美術情報班の3つのグループに
別れ、活動を行った。

評定

・前年度の研修を経て、ボ
ランティア活動が成果とし
て出る段階まで順調に進
めることができた。今後も
ボランティアの自主性を重
んじながら事業を継続して
いく。

・計画に沿って、順調に事業を進
めることができた。

・主な活動日を平日か
ら週末へ設定し、各自
の生活スタイルに合
わせて参加できるよ
う、制度の見直しを
図った。
・各班の活動は順調
に行われ、「探検スゴ
ロク美術館⁉」などボラ
ンティアによる企画を
開催するなど、具体的
な成果もあげることが
できた。

美術館の特色や、ボランティア活動への理解を深めるた
めの研修や講義を行った。
・学芸員によるレクチャー　9回
・外部講師を招いた研修　1回

評定

現代の社会状況に対応した、
独自の自立型のボランティア
制度を構築する。

〇ボランティア制度の運
営状況

①北九州芸術劇場と連携し、コレクション
展をテーマにした公演「切り裂かれたキャ
ンバス」を行う。

Ａ

総合評定
Ａ

Ａ
参加者アンケートからは８４％の
方から「再観覧を希望する」との
回答をいただいた。概ね満足度は
高いと判断される。

・被災地支援について
は、インリーチ事業の
ミュージアム・ツアーを
検討していたが、協議
会の中でアウトリーチ
事業へ変更になった
ため実施しなかった。

・アウトリーチでも対応
できるワークショップ
（小物つくり、版画等）
の美術館独自のコン
テンツ開発も必要であ
る。

・美術館も相互協力に
加わっている「東田
ミュージアムパーク事
業」に対し、ワーク
ショップと講演という形
で参加協力を行った。

他館、他機関との連携をす
る場合、新型コロナウイル
ス対策を講じることが前提
となるため連携内容につい
ては十分に協議が必要で
ある。

③東田ミュージアムパーク事業への協力

・「ミュージアムワークショップ　シルクスクリーンでポスト
カードをつくろう！」参加者12人
・ミュージアムワークショップ　消しゴムハンコで紙雑貨を
つくろう！」参加者100人
（会場：東田大通り公園テント 10月26日11時～17時）

・「博物館×美術館　棟方志功からの想像力」参加者30
人
（会場：自然史・歴史博物館講義室 10月26日14時～16
時）

他館、他機関との連携を促進
し、同時に連携の内容を工夫

する。

〇参加者の満足度
〇実施状況



評価項目４：広報～利用促進のための情報発信～

（評価）　Ａ：大変良い　　Ｂ：概ね良い　　Ｃ：やや悪い　　Ｄ：大変悪い

〇連携の件数・内容

評定

他館と連携は２件のみ。
他館と連携した広報、情報発信につ
いては、十分にできたとは言えない。
友の会の会報誌には展覧会情報を
掲載した。

他館との連携につい
ては、他館の情報収
集を含めて1年前ぐら
いから実施する必要
がある。

常時連携する連携先の拡
充を検討する必要。

②美術館友の会会報
誌による展覧会情報
等の発信に努める。

２件
・共催企画展「倉本聰の仕事と点描画展」において小
倉昭和館と連携し倉本氏脚本の映画を上映。相互ＰＲ
を実施した。
・共催企画展「西元祐貴　北九州のキセキ」展の開催
にあたり小倉城、小倉城庭園と連携し相互の割引特
典を企画した。

美術館友の会会報誌を4回／年発行し、展覧会情報
の発信を行った。

①他館と連携した割
引特典等の企画を実
施する。

④インバウンド用のパ
ンフレットを積極的に
活用する。

英語版について3000部増刷し、市庁舎等に配置した。

①美術館に対する市
民のニーズを把握す
るため、アンケート方
法の見直しを行う。
（出口調査、館外での
実施など）

②美術館公式ツイッ
ターまたはフェイス
ブックの開設を検討す
る。

③旅行会社等への積
極的なＰＲ活動に努め
る。

Ｂ

Ｂ

総合評定

課題・原因

検　証

自己評価

評定

今後の対策

Ｂ

令和元年度北九州市立美術館運営評価シート

美術館に対するニーズを把握するた
め、館外アンケートを実施。

出口調査は実施しなかったが、アン
ケート回収率を高める取り組みを実
施した。

市民センターへＰＲを行い、２館から
来館の希望があった。市民センター
の生涯学習事業についてはある程
度のニーズがあると思われる。

インバンドパンフについては、積極的
に活用できなかった。

アンケートによって得
られたデータを今後の
美術館運営に活用す
る。

ＳＮＳを利用した広報
については、どのくら
いの方がみて、どのく
らいの反応かあった
のか等の評価の指標
が必要である。

旅行会社について
は、展覧会の内容に
よるところが大きいた
め、いつ、どこの地域
の旅行会社にＰＲ活
動を行うか今後の課
題である。

団体客誘致、ＳＮＳの活用
等の広報活動について
は、現状を踏まえコロナ終
息後を見据えてた対策を
検討する必要がある。

来館促進のための連携先の確
保と、連携の内容を工夫する。
また、美術館友の会の活用を
図る。

5カ年計画 評価指標 令和元年度の取組み

計　画 実　施

実　績

展覧会等の傾向や予想される
観客層などを分析し、ＳＮＳ等
も活用した効果的な広報活動
を行う。
また、外国人向けの広報も充
実させる。

○広報の内容

〇入館者数

〇アンケートの方法

〇館外アンケートの実施
　　場所：小倉駅観光案内所
　　期間：１月６日～１月２５日
　　人数：１００名
〇出口調査は実施しなかったが、アンケート回収率を
高めるため「素敵なふたり」展においてアンケート用紙
の窓口での手渡し及びインセンティブとして回答者に
は絵葉書をプレゼントした。

〇美術館の公式ツイッターは開設せず企画展毎の公
式ツイッターを開設した
・千住博展　　　　　　　　　　　 入館者数　23,517人
・堂本印象展　　　　　　　　　　入館者数　  6,632人
・にじいろのさかな原画展　　入館者数　14,194人
〇美術館公式のフェイスブックは教育普及事業のみ開
設。

・市民センター（生涯学習事業）に対しPR活動を実施し
た。
・団体利用実績のあるカルチャーセンターをポスターチ
ラシ発送リストに追加し、展覧会ごとにＰＲを実施した。



評価項目５：環境～快適なアメニティ空間の演出～

（評価）　Ａ：大変良い　　Ｂ：概ね良い　　Ｃ：やや悪い　　Ｄ：大変悪い

課題・原因
今後の対策

計　画

5カ年計画 評価指標 令和元年度の取組み

検　証

自己評価

実　施

実　績

令和元年度北九州市立美術館運営評価シート

Ｂ
総合評定

　令和元年６月、警備、清掃、受付・監視、設備委託事業
者との現場会議を実施。来館者への対応、施設の不備
状況の再確認、不審車両への対応等について協議した。

特定建築物定期調査、建築設備定期調査、消防設備点
検、電気設備精密点検を実施した。

２か年にわたる整備計画を策定し予算要求を行った。

評定

カード決済について、数社の事業者にヒアリングを行っ
た。

美術館については、ソー
シャルディスタンスの確
保、館内換気等の新型コ
ロナ対策を十分に考慮し
た管理が求められる。

対策を講じたうえで快適
で安全な美術館空間の
確保に努める。

カード決済については、
令和２年度に市と合同で
キャッシュレス決済導入
（スマホ決済）にむけた実
証実験を実施する。

〇実施状況

美術館内外の環境について、
館の安全確保と適正管理に努
める。
また、ホスピタリティマインドの
向上に努め、市民に開かれた
美術館を目指す。
加えて、老朽化が進んでいる
アネックス棟の整備計画の検
討を行う。

現場会議は１回のみの実施。美
術館を適正に管理するためには、
複数回実施し現場との意思疎通
をとる必要がある。

アネックス棟の改修工事予算につ
いては、予算要求を行ったが急遽
本館美術品搬入エレベータの更
新が必要となりエレベータ更新を
優先させることになった。

アネックス棟は建築後
３３年を経過しており、
老朽化が著しい。
整備予算の確保に努
める。

②老朽化に伴う事故
を防止するため、建物
（建築・設備・消防等）
点検を徹底する。

③アネックス棟の整備
計画を検討し、予算の
確保に努める。

③消費税の引き上げ
にあわせ、来館者
サービスの向上のた
めカード決済の導入
について検討する。

①警備、清掃、受付・
監視、設備等の現場
会議を行う。

Ｂ


